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〈
新
刊
紹
介
〉

寺
島
樵

一
著

『
連
歌
論
の
研
究
』

渡
邊
志
津
子

（本
学
助
教
授
）

本
学
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
寺
島
樵

一
氏
の
遣
稿
論
文
集
で
あ
る
。

寺
島
氏
が
病
没
さ
れ
た
の
は
、
平
成
七
年
二
月
二
十
日
、
阪
神
大
震
災
の
直

後
で
あ
っ
た
。
享
年
四
十
八
才
。
亡
く
な
っ
た
時
、
本
務
校
は
甲
南
大
学
で
あ

っ
た
が
、
本
学
に
も
非
常
勤
講
師
と
し
て
出
講
し
て
お
り
、
氏
の
後
輩
に
あ
た

る
学
生
た
ち
が
、
最
後
の
教
え
子
の
中
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
不
思

議
な

「縁
」
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。

氏
と
前
後
し
て
本
学
に
学
び
、
公
私
に
渡

っ
て
親
し
か
っ
た
者
が
中
心
と
な

り
、　
一
周
忌
に
遺
稿
を
ま
と
め
て
本
書
が
成
っ
た
。
氏
の
論
考
、
文
章
を
五
部

に
分
け
て
配
列
し
、
本
学
に
お
け
る
恩
師
で
あ

っ
た
田
中
裕
先
生
の
序
文
と
、

友
人
の
藤
田
真

一
氏
の
追
悼
文
を
併
せ
載
せ
て
い
る
。

第

一
部

。
第
二
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
連
歌
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
著
者
の

研
究
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
本
学
に
お
い
て
又
卒
業
後
も
著
者
が
追
求

し
続
け
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
和
歌
や
連
歌
師
の
古
典
研
究
に
も
日
は

向
け
ら
れ
た
。
そ
れ
が
第
三
部
所
収
の
論
考
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
四
部
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
の
連
歌
紹
介
や
日
本
研
究
の
紹
介
は
、
同
国
に
長
い
留
学
経
験
を

持
ち
親
し
み
の
深
か
っ
た
寺
島
氏
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
る
。
第
五
部
は
、
詩

歌
に
つ
い
て
の
文
章
で
あ
る
が
、
研
究
と
深
い
考
察
を
ふ
ま
え
、
読
者
に
わ
か

り
や
す
く
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
著
者
の
重
厚
な
研
究
の
上

に
成

っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

本
書
の
発
刊
に
際
し
、
国
語
国
文
学
会
会
員
に
多
く
御
支
援
を
賜
っ
た
。
発

起
人
の
一
人
と
し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
一
九
九
六
年
二
月
、
和
泉
書
院
、
三
二
〇
頁
、
定
価

一
〇
、
三
〇
〇
円
）

『
宮
地
裕

。
敦
子
先
生
古
稀
記
念
論
集
　
日
本
語
の
研
究
』

（宮
地
裕

・
敦
子
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
）

宮
地
裕

・
敦
子
両
氏
の
古
稀
を
お
祝
い
す
る
論
文
集
。
「古
代
語
研
究
」
公
嗣

文

一
二
本
）

「近
代
語
研
究
」

（同

一
四
本
）

「謝
辞

。
略
歴
」
「あ
と
が
き
」

「執
筆
者
略
歴
」
か
ら
成
る
。

「
古
代
語
研
究
」
に
は
、
宮
地
敦
子

「
平
安
時

代
ま
で
の

『
ま
な
こ
』
に
関
す
る

一
考
察
―
孤
例
の
解
釈
―
」
、
「近
現
代
語
研

究
」
に
は
宮
地
裕

「科
学

・
教
育

・
学
問
　
小
見
」
を
収
め
る
。
本
会
会
員
の

論
考
も
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（平
成
七
年

一
一
月
刊
、
明
治
書
院
、
六
〇
七
頁
、
九
八
〇
〇
円
）

『浪
花
姻
花
名
録
』

（大
阪
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
）

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
の
影
印

・
翻
刻

・
解
題
。
従
来
不
明
で
あ

っ
た

大
坂
の
遊
所
に
つ
い
て
の
、
ま
と
ま
り
と
詳
し
さ
を
持
つ
細
見
。
大
坂
遊
所
資

料
と
し
て
、

『浪
華
な
ま
り
』
と
共
に
併
用
さ
れ
る
べ
き
内
容
。
本
学
図
書
館

蔵
本
は
識
語
及
び
そ
の
体
裁
か
ら
田
宮
仲
宣
の
自
筆
で
、
交
遊
の
あ
っ
た
大
田

南
畝
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

（平
成
七
年
四
月
刊
、
和
泉
書
院
、
九
九
頁
、
三
〇
九
〇
円
）


